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中山間地域活性化活動 のポイ ン ト
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1は じ め に

中山間地域の農村では,農家数,農家人口の減少と高

齢化,後継者不足等,過疎化に伴う問題が拡大している。

このため,特に中山間の条件不利地域では,農業にとど

まらず,農村社会崩壊の危機的状況もみられ,対応策が

急がれる。中山間地域の農村では,依然として農業が基

幹的な産業であり,治水・治山等の公益的な機能維持に

も農業が大きな役割を果たしている。公益的機能の維持

でも,地域や農業の活性化が前提となる。

秋田農試では,中 山間地域活性化の課題として,「農

業支援を中心とする活性化センター,直売所活動」,「イ

ベント・地域資源保全などの農業集落活動」の検討を実

施してきた。そして,第 42回東北農業研究において,「山

間地域住民の意向からみた農業の継続と定着条件J,「農

業センサスによる農業集落動向予測と診断」,第 45回東

北農業研究において「山間地域における小集落イベント

の成功要因」を報告した。

本報告は,前 2回の報告をふまえ,農業集落の諸活動

を地域活性化の視点から評価し,集落のリーダーが指摘

する諸種の提案をふまえ,地域活性化活動展開のポイン

トを提案する。

2. 集落活動の状況と活性化の判定

A村における農業集落では,青年会・老人クラブ・婦

人会などの組織活動や,農業や農外事業などの就業に関

する活動,祭典やイベントなどの多様な活動を直接・間

接的に実施している。表 1は,中 山間地域に位置するA
村,16集落における,こ うした活動の有無と,活動の

活発度,集落リーダーによる重要度の判定を,戸数が減

少している集落と減少してない集落に分類して整理し

た。なお,こ こでは便宜的に戸数変化のない集落を増加

集落に含めた。

集落における諸活動では、生活支援、環境整備、公共

事業などで行政機関の活動も多く,定住化に必須な基礎

的活動を担っている。戸数増加集落と減少集落間では組

織活動、青年、老人、婦人活動の格差が特に大きい。人

数が大幅に減少している青年組織では、村全域でイベン

トを実施するなど、活動範囲を広域化する傾向も認めら

れる 1)。 また,集落内の農外事業所の有無にも格差が大

きく、こうした活動が戸数の減少を抑制するなど,集落

活性化の重要な要因となっている。

△ 50%以下

2活発度(活動のある集落):0・活発、0=普通、△=不活発
3重要度は,各分類の1位 3点 ,2位 2点 .3位 1点とした平均。
41は ,各分類中の重要度最大項目

文化活動,生活改善に関する活動集落は少ないが,実

施集落については活発との評価である。

集落リーダーに,こ うした集落活動を,地域活性化の

ための重要度をそれぞれの分類毎に,順位付けしてもら

った。たとえば,組織活動の中では,「町内会・部落会J

l位 ,「青年会」2位 ,「婦人組織」3位,の様にである。

この重要度順位に 1位 3点, 2位 2点, 3位 1点 とし,
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加重平均得点で重要度を評価した。表の網掛けした活動

は,各分類の中で重要度が最も高い項目である。組織活

動の重要度では,「町内会・部落会」が 21で最も高い。

ただ増加集落の平均では,「青年会」の重要度が最も高

く,「青年会」の有無,活発化が,活性イヒのカギを担う

ようにも思える。

就業活動では,「通勤可能な雇用の満足度」,担い手間

題では「後継者の結婚」の重要度が高い。

集落リーダーが指摘する,農村問題,活性化のための

意見・提案は大きく3類型に分類され,その第 1は ,経

済的活力に関する産業基盤についてである。ここでは ,

活性イヒセンターの運営改善,営農支援の充実,特産品開

発,温泉活性化の提案などがある。

第 2は ,生活利便性に関する生活環境整備についてで

ある。ここでは,道路整備,集落会館 (公民館),雪対

策についての提言が出されている。

第3は ,住民の組織活動についてである。この点では,

集落が抱える山林,農用地,神社・公民館などの共有施

設など地域の資源を保全する共同活動を継続するための

発言が多い。

3. 地域活性イヒ活動展開のポイント

集落活動,集落リーダーの意見をふまえ,農村・農業

集落活性化のポイントをA村の事例で整理したのが図 1

である。中山間地域の活性化では,産業基盤 (経済的活

力)・ 生活環境整備 (生活利便性)・ 組織活動 (住民活動)

の3要素を有機的に関連させながら,強化する必要があ

る。産業基盤では,中山間地域の特性を活かして,農業

・林業・観光産業の振興が中核であり,対象地域ではこ

れらに活性化センターや直売場が重要な役害Jを果たして

いる。A村では,活性化センターが中心となって,村 ぐ

るみで特産作物としてソバ生産に取 り組み,これを「 ソ

バ店」「ソバ加工」の開発と展開している。

生活環境整備では,コ ミュニティ施設・道路整備がポ

イントである。中山間地域で最も重視されるインフラは

道路であり,住民の要望も多い。道路は,生活条件の基

礎的な意味があり,開発によって基幹道路が一本通るだ

けで生活利便性が飛躍的に向上する事例もある。A村内

では, 1,2集 落がいわゆる条件不利の代表的な「行き

止まり集落」であり,定住環境を改善するインフラ整備

が急がれる。

組織活動では,共有財産の活用と維持・管理の共同活

動,祭典などが地域の一体感を醸成 している。A村では ,

村全体・小集落単位に各種イベントが実施され活性イしの

ための住民活動への取り組みも積極的である〕)。

活性化の度合いが進んでいる村と,遅れている村の比

較では,特に,産業基盤と組織活動に大きな格差がある。

地場産業,観光産業,誘致企業など農外就労の場の格差

は,地域活性化に大きく影響する。これに農業振興を含

め,産業基盤の強化は活性イヒに最も効果的であるが,条

件不利地域ということで困難な点でもある。

組織活動による活性化は,住民の意思によるところが

大きいだけに取 り組みやすい点である。代表的事例であ

る,農地保全のための直接支払いの集落協定は,A村内

全集落で実施されている。A村の場合,傾斜地を含め ,

より広い農用地を対象とする点に特徴がある。仮に,急

傾斜に限定し,合意形成ができた一部集落のみの協定し

か実施しない秋田県内の他地域とは,直接支払い事業の

経済的規模に大きな格差がある。集落協定による森林整

備活動でも同様の指摘ができる。

4. まとめ

中山間地域の活性化では,産業基盤 (経済的活力)・

生活環境整備 (生活利便性 )・ 組織活動 (住民活動)の
3要素を有機的に関連させ

ながら,強化する必要があ

る。当面できる部分からの

実践が重要であり,住民組

織活動の活発化,地域資源

を活かした特産物の生産拡

大による農業振興がポイン

トである。
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